
　

九

州

生

産

性

本

部

は

５

月

�

日

、

第

�

回

定

時

理

事

会

を

福

岡

市

内

で

開

催

し

、

西

部

ガ

ス

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

の

道

永

幸

典

代

表

取

締

役

会

長

を

新

会

長

に

選

任

し

た

。

　

道

永

新

会

長

は

、

１

９

８

１

年

に

九

州

大

学

経

済

学

部

を

卒

業

後

、

西

部

瓦

斯

（

現

西

部

ガ

ス

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

）

に

入

社

。

理

事

情

報

通

信

部

長

、

執

行

役

員

情

報

通

信

部

長

、

常

務

執

行

役

員

総

務

広

報

部

長

、

常

務

執

行

役

員

、

取

締

役

常

務

執

行

役

員

を

経

て

、

２

０

１

９

年

に

代

表

取

締

役

社

長

社

長

執

行

役

員

。

２

０

２

４

年

４

月

か

ら

西

部

ガ

ス

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

代

表

取

締

役

会

長

。

　

北

海

道

生

産

性

本

部

は

５

月

�

日

、

２

０

２

４

年

度

定

時

総

会

を

札

幌

市

内

で

開

催

し

、

小

林

剛

史

・

北

海

道

電

力

取

締

役

常

務

執

行

役

員

（

現

代

表

取

締

役

副

社

長

執

行

役

員

）

を

新

会

長

に

選

任

し

た

。

　

小

林

新

会

長

は

、

１

９

８

４

年

に

小

樽

商

科

大

学

商

学

部

商

業

学

科

を

卒

業

後

、

北

海

道

電

力

に

入

社

。

経

理

部

経

理

企

画

グ

ル

ー

プ

リ

ー

ダ

ー

、

企

画

部

経

営

管

理

グ

ル

ー

プ

リ

ー

ダ

ー

、

企

画

部

部

長

、

経

理

部

長

、

執

行

役

員

経

理

部

長

、

常

務

執

行

役

員

経

理

部

長

等

を

経

て

、

２

０

２

０

年

に

取

締

役

常

務

執

行

役

員

。

２

０

２

４

年

６

月

か

ら

代

表

取

締

役

副

社

長

執

行

役

員

。

　

四

国

生

産

性

本

部

は

６

月

３

日

、

２

０

２

４

年

度

の

通

常

総

会

を

高

松

市

内

で

開

催

し

、

宮

本

喜

弘

・

四

国

電

力

取

締

役

常

務

執

行

役

員

（

現

取

締

役

社

長

社

長

執

行

役

員

）

を

新

会

長

に

選

任

し

た

。

　

宮

本

新

会

長

は

、

１

９

８

５

年

に

京

都

大

学

工

学

部

を

卒

業

後

、

四

国

電

力

に

入

社

。

総

合

企

画

室

経

営

企

画

部

部

長

、

執

行

役

員

総

合

企

画

室

経

営

企

画

部

長

、

常

務

執

行

役

員

総

合

企

画

室

経

営

企

画

部

長

等

を

経

て

、

２

０

２

１

年

に

取

締

役

常

務

執

行

役

員

経

営

企

画

室

長

、

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

部

・

広

報

部

担

当

。

２

０

２

４

年

６

月

か

ら

取

締

役

社

長

社

長

執

行

役

員

。

　

日

本

生

産

性

本

部

は

５

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

５

月

例

会

を

東

京

・

飯

田

橋

の

日

建

設

計

東

京

本

社

ビ

ル

「

Ｐ

Ｙ

Ｎ

Ｔ

（

ピ

ン

ト

）

」

で

開

催

し

た

。

　

当

日

は

「

人

的

資

本

経

営

を

後

押

し

す

る

『

行

き

た

く

な

る

オ

フ

ィ

ス

』

」

を

テ

ー

マ

に

、

日

建

設

計

の

中

村

公

洋

氏

（

＝

写

真

右

）

と

、

シ

ー

ビ

ー

ア

ー

ル

イ

ー

の

松

永

浩

一

氏

（

＝

同

左

）

の

２

人

が

講

演

し

た

。

　

冒

頭

、

中

村

氏

は

、

松

永

氏

と

と

も

に

所

属

す

る

ピ

ー

プ

ル

ア

ナ

リ

テ

ィ

ク

ス

＆

Ｈ

Ｒ

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

協

会

の

ワ

ー

ク

プ

レ

イ

ス

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

研

究

会

の

活

動

の

概

要

を

紹

介

し

、

「

Ｉ

ｏ

Ｔ

の

技

術

発

展

と

と

も

に

、

オ

フ

ィ

ス

設

計

は

デ

ー

タ

に

基

づ

く

設

計

に

変

化

し

て

い

く

可

能

性

が

高

い

。

Ｉ

ｏ

Ｔ

の

技

術

を

活

用

し

、

デ

ー

タ

に

基

づ

い

た

定

量

的

な

評

価

を

積

み

重

ね

る

こ

と

で

、

オ

フ

ィ

ス

空

間

は

、

顧

客

の

企

業

価

値

の

向

上

に

貢

献

で

き

る

よ

う

に

な

る

」

と

述

べ

た

。

　

次

い

で

、

松

永

氏

は

、

同

研

究

会

の

活

動

内

容

に

触

れ

な

が

ら

、

「

人

的

資

本

経

営

の

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

を

踏

ま

え

て

オ

フ

ィ

ス

整

備

の

意

味

を

整

理

し

、

『

行

き

た

く

な

る

オ

フ

ィ

ス

』

に

す

る

こ

と

で

、

良

好

な

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

通

じ

て

ワ

ー

カ

ー

と

組

織

の

成

長

を

促

進

し

、

従

業

員

の

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

を

向

上

さ

せ

、

人

的

資

本

経

営

を

加

速

す

る

効

果

が

期

待

で

き

る

」

と

指

摘

し

た

う

え

で

、

従

業

員

の

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

向

上

を

醸

成

す

る

「

行

き

た

く

な

る

オ

フ

ィ

ス

」

の

キ

ー

ワ

ー

ド

は

「

エ

ン

パ

ワ

ー

ド

」

で

あ

り

、

従

業

員

が

計

画

過

程

に

参

画

し

、

自

分

た

ち

の

思

い

を

ワ

ー

ク

ス

ペ

ー

ス

に

込

め

る

こ

と

で

、

従

業

員

の

帰

属

意

識

や

自

律

性

を

高

め

、

結

果

的

に

生

産

性

向

上

を

実

現

で

き

る

と

強

調

し

た

。

　

「

行

き

た

く

な

る

オ

フ

ィ

ス

」

の

整

備

計

画

に

際

し

て

は

、

多

様

な

階

層

、

機

能

に

お

け

る

課

題

や

問

題

点

を

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

や

ア

ン

ケ

ー

ト

な

ど

に

よ

っ

て

洗

い

出

し

、

優

先

順

位

を

付

け

て

施

設

計

画

に

落

と

し

込

む

こ

と

や

、

屋

内

緑

化

や

絵

画

ア

ー

ト

な

ど

を

積

極

的

に

導

入

す

る

こ

と

、

従

業

員

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

デ

ー

タ

や

位

置

情

報

、

対

面

情

報

な

ど

を

計

測

し

、

オ

フ

ィ

ス

レ

イ

ア

ウ

ト

や

運

用

管

理

な

ど

に

生

か

す

ピ

ー

プ

ル

ア

ナ

リ

テ

ィ

ク

ス

を

導

入

す

る

こ

と

な

ど

が

効

果

的

だ

と

述

べ

た

。

　

そ

の

後

、

参

加

者

は

、

「

社

会

に

ひ

ら

き

人

が

集

う

〝

共

創

の

場

〟

」

を

テ

ー

マ

に

２

０

２

３

年

４

月

に

オ

ー

プ

ン

し

た

「

Ｐ

Ｙ

Ｎ

Ｔ

」

の

施

設

を

見

学

し

た

。

経営・労働／トピックス

　

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

（

事

務

局

＝

日

本

生

産

性

本

部

）

は

６

月

�

日

、

「

こ

れ

か

ら

の

〝

刺

さ

る

〟

イ

ベ

ン

ト

を

考

え

る

～

関

係

性

づ

く

り

の

ア

ッ

プ

デ

ー

ト

を

目

指

し

て

」

を

テ

ー

マ

に

定

例

セ

ミ

ナ

ー

を

都

内

で

開

催

し

た

。

　

冒

頭

、

企

業

内

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

に

お

け

る

従

業

員

の

学

習

に

つ

い

て

研

究

し

て

い

る

今

井

悠

資

・

神

戸

大

学

大

学

院

経

営

学

研

究

科

研

究

員

は

、

「

経

営

理

論

か

ら

見

る

『

働

く

×

交

流

す

る

』

の

意

義

と

難

し

さ

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

し

た

。

　

今

井

氏

は

、

イ

ベ

ン

ト

を

盛

り

上

げ

る

ヒ

ン

ト

と

し

て

、

経

営

組

織

に

お

け

る

「

実

践

共

同

体

」

（

自

発

的

な

従

業

員

同

士

の

学

習

形

態

）

の

概

念

を

紹

介

し

た

う

え

で

、

良

き

実

践

共

同

体

を

つ

く

る

た

め

に

は

、

「

実

践

共

同

体

が

提

供

す

る

価

値

は

何

か

」

「

ど

ん

な

メ

ン

バ

ー

で

構

成

さ

れ

て

い

る

か

」

「

ど

ん

な

実

践

が

行

わ

れ

て

い

る

か

」

の

三

つ

の

問

い

が

重

要

に

な

る

と

指

摘

し

た

。

　

次

い

で

、

「

イ

ベ

ン

ト

を

め

ぐ

る

『

も

や

も

や

』

を

語

る

」

を

テ

ー

マ

に

、

日

頃

か

ら

、

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

の

た

め

の

場

づ

く

り

に

腐

心

し

て

い

る

３

組

織

の

担

当

者

が

話

題

提

供

を

行

っ

た

。

　

日

本

生

活

協

同

組

合

連

合

会

執

行

役

員

の

奈

良

恵

子

氏

は

、

コ

ロ

ナ

後

の

懇

親

会

の

あ

り

方

を

検

討

、

実

施

し

た

事

例

を

紹

介

し

、

「

従

来

型

の

飲

み

会

に

は

参

加

し

た

く

な

い

人

が

大

勢

い

る

。

タ

イ

パ

、

コ

ス

パ

に

も

配

慮

し

な

が

ら

全

員

参

加

で

楽

し

め

る

懇

親

会

を

企

画

す

る

こ

と

が

大

切

だ

」

と

強

調

し

た

。

　

富

士

フ

イ

ル

ム

ビ

ジ

ネ

ス

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

労

働

組

合

Ｆ

Ｂ

ジ

ャ

パ

ン

支

部

副

執

行

委

員

長

の

野

田

明

宏

氏

は

、

対

面

イ

ベ

ン

ト

の

良

さ

が

再

認

識

さ

れ

る

な

か

で

、

セ

ミ

ナ

ー

以

外

の

オ

ン

ラ

イ

ン

イ

ベ

ン

ト

に

何

が

求

め

ら

れ

る

か

悩

ん

で

い

る

と

述

べ

た

。

　

三

菱

電

線

工

業

経

営

企

画

部

の

渋

谷

直

樹

氏

は

、

「

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

苦

手

な

人

も

い

る

」

「

活

動

の

検

証

が

う

ま

く

進

ま

な

い

」

と

い

っ

た

課

題

を

挙

げ

た

う

え

で

、

解

決

策

と

し

て

は

、

「

継

続

さ

せ

る

・

打

席

に

立

ち

続

け

る

（

イ

ベ

ン

ト

を

日

常

に

取

り

込

み

、

行

動

変

容

に

持

ち

込

む

）

」

こ

と

や

、

「

主

催

者

に

流

動

性

を

持

た

せ

る

（

多

く

の

人

に

イ

ベ

ン

ト

を

企

画

し

て

も

ら

う

）

」

こ

と

な

ど

が

重

要

で

は

な

い

か

と

指

摘

し

た

。

　

そ

の

後

、

４

人

の

登

壇

者

に

よ

る

「

ト

ー

ク

セ

ッ

シ

ョ

ン

」

や

、

参

加

者

に

よ

る

グ

ル

ー

プ

意

見

交

換

な

ど

が

行

わ

れ

た

。

生 産 性 新 聞（３） ２０２４年（令和６年）７月１５日（月曜日）
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